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禁忌（次の患者には投与しない事）

　あやせスレ住人（喜ぶだけのため）

【組成・性状】
(1)組成

　カナカナマイシンＢは、1g中に下記の成分を

含有する。

有効成分 カナカナマイシン 200mg(力価)

添加物 スコップ、手錠、ナイフ、ライター、虫眼鏡

(2)製剤の性状

　カナカナマイシンＢは、黒色で芳香があり、

味は甘い。

【効能・効果】
＜適応＞

　かなかなちゃん、かなかなちゃんから悪影響

を受けている人物

＜適応症＞

　うへぇ

【用法・用量】
カナカナマイシンとして、通常一日3～4g(力価)

を3回に分割経口投与する。

加奈子には、一日1kg(力価)を3回に分割経口投

与する。

なお、症状により適宜増減する。

用法・用量に関する使用上の注意

本剤の使用にあたっては耐性加奈子の発生等を防

ぐため、疾病の治療に必要な最低限度の使用に留

めず、最大限の投与を行ってもかまわない

【使用上の注意】
(1)慎重投与（次の患者には慎重に投与する事）

　1)桐乃 [リアルメルルが居なくなって、発狂

する可能性が有るため]

　2)京介 [セクハラ対象が減って、桐乃へのセ

クハラが酷くなるため]

　3)桐乃スレ [住人が消える可能性が高いため]

　4)彼方 [加奈子の相同体であるため]

　5)王国民 [溶けて消えてしまうため]

(2)相互作用

　[併用注意]（併用に注意すること）

薬剤名 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

兄婚剤

　兄パン

　ちゅー

妹婚剤

　妹パン

　妹siri

うへぇが増強される恐れが

ある。また兄婚妹婚が増強

される恐れがある。必要に

応じて兄妹を引き離す必要

があるが、たぶん、もう手

遅れ・・・

両薬剤共に、う

へぇ作用を有し

ており、併用に

より、何故かそ

の作用が増強さ

れる

(3)副作用
種類／頻度 50%以上 10～50% 10%未満

神経系

一部に興奮す

る住人があら

われる

― ―

生殖器 注1)

くんか頻度が

高まる可能性

がある

ﾘｳﾞｧｲｱｻﾝが雄

雄しく立ち上

がる

兄妹間に天使

が舞い降りる

可能性がある

深さ

加奈子の深さ

が深まる可能

性がある

兄妹間距離が

負の値を取る

可能性がある

―

注1)観察を十分に行い、異常が認められた場合には、投与

を中止すること。兄が死ぬため。

【薬物動態】
カナカナマイシンは経口投与により殆どが吸収

され、1日3g(力価)(1g(力価)×3回)を経口投与

した場合の血清中濃度は100ug/mL前後であった。

特に中枢神経に集積される傾向にある。一方、

かなかなちゃんに投与した場合、アホ毛に集積

される。

【薬効薬理】

(1)兄妹に対して
カナカナマイシンのSLB効果（Suspension 

bridge-Like Bury Effect：つり橋様埋葬効果）

により、兄妹間距離が急速に接近していく。

(2)桐乃スレ住人に対して
あやせたんこわいあやせたんこわいあやせたん

こわいあやせたんこわいあやせたんこわい。

ああっ、窓に！窓に！
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カナカナマイシンＢ　

(3)かなかなちゃんに対して

　1)投与されたカナカナマイシンがかなかな

ちゃんの30S 注２)アホ毛ユニットに結合し、アホ

毛が立たなくなってしまう。

　2)アホ毛高さ低下により、うへぇ合成が阻害

される。

　3)すでに埋まってる場合、或いは何らかの作

用により埋められた場合、アホ毛が地面から出

ていない上、うへぇの合成が阻害されているた

め誰にも気づかれない。

　4)かなかなちゃんはリアル星くず☆うへぇ加

奈子になってしまう。

注2)30cmの誤訳であろうか？とりあえず30Sの表記のまま

にした。

【取り扱い上の注意】
(1)濡れやすいので、使用後は直ちに密栓をする

こと。

(2)シロップ剤にするとあやせスレ住人がどこか

らともなく奪いにあらわれるので、そのままの

使用を推奨する。

(3)かなかなちゃんの近隣の土中に保管すると、

次が生えてこない事に留意する。

(4)桐乃スレ住人は、兄妹仲の進展のために本剤

を利用しようとする傾向にあるが、過剰投与は

兄の死を招くことに留意する。
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